平成24年第４回奥多摩町議会定例会連合審査会会議録
1.　平成24年12月12日午前10時00分、第４回奥多摩町議会定例会連合審査会が奥多摩町議会議場に招集された。
2.　出席議員は次のとおりである。

　　　　第１番　石田　芳英君　　第２番　宮野　　亨君　　第３番　高橋　邦男君

　　　　第４番　原島　幸次君　　第５番　杉村　良一君　　第６番　村木　征一君

　　　　第７番　師岡　伸公君　　第８番　酒井　正利君　　第９番　須崎　　眞君
　　　　第10番　竹内　和男君　　第11番　清水　典子君　　第12番　前田　悦男君

3.　欠席議員は次のとおりである。
　　　　な　し
4.　会議事件は次のとおりである。

　　　　別紙本日の『議事日程表』のとおり

5.　職務のため出席した者は次のとおりである。

　　　　議会事務局長　浜野　武雄君　　議会係長　浅見　隆久君

6.　地方自治法第121条の規定による出席説明員は、次のとおりである。
　　　　町　　　　　長　河村　文夫君　　副町長　加藤　一美君

　　　　教育長　栃元　　誠君　　企画財政課長　若菜　伸一君

　　　　企画財政課主幹　守屋　吉彦君　　総務課長　原島　　肇君

　　　　住　民　課　長　宮田　昭治君　　福祉保健課長　清水　信行君

　　　　観光産業課課長補佐　原島　政行君　　
地域整備課長　川村　文雄君　　教育課長　井上　永一君
会計管理者　清水　　明君　　病院事務長　河村　光春君
平成24年第４回奥多摩町議会定例会
連　合　審　査　会　議　事　日　程

平成24年12月12日（水）

午前10時00分開会・開議

	日程
	議案番号
	議　　　案　　　名
	結　　果

	１
	――
	議長開会・開議宣告
	――

	２
	――
	会期の決定について
	決　　定

	３
	議案第77号
	平成24年度奥多摩町一般会計補正予算（第４号）
	可決すべきもの

	４
	議案第78号
	平成24年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
	可決すべきもの

	５
	議案第79号
	平成24年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第２号）
	可決すべきもの


（閉会　午前11時25分）
午前10時00分　開会・開議

○議長（清水　典子君）　皆さん、おはようございます。これより連合審査会を開会、開議します。

　本日の出席委員は11名です。直ちに会議を開きます。

　初めに、日程第２　会期の決定について、を議題とします。

　お諮りします。本審査会の会期については本日１日限りとしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、本審査会の会期は本日１日限りと決定しました。

本日の連合審査会は、お手元に配付してある日程表のとおり、12月11日の本会議第１日に付託された、日程第３　議案第77号　平成24年度奥多摩町一般会計補正予算（第４号）及び日程第４　議案第78号　平成24年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）、日程第５　議案第79号　平成24年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第２号）、以上３件について常任委員会合同で審査を行います。

　審査を行う前に各課長にお願いします。説明は、自席に着席したままで簡潔に行っていただくようお願いします。

　初めに、議案第77号について、各課長から順次所管の説明を求めます。住民課長。

○住民課長（宮田　昭治君）　それでは、６ページをお開きください。初めに、歳入についてご説明いたします。

　款12の使用料及び手数料、衛生手数料について、補正額10万9,000円を追加し1,536万4,000円とし、し尿処理手数料を新しく新設しました。

　下水道供用開始後３年が経過して下水道に接続されない世帯が有料となるため、川井全域で13世帯、小丹波一部で８世帯、合計21世帯分を見込んでおります。

○福祉保健課長（清水　信行君）　款13国庫支出金、民生費国庫補助金の増額でございます。社会福祉費負担金で、新たに２名の方が障害者グループホーム等に入所されたことにより国の給付費負担金が増えたこと、また法改正に合わせて実施したシステム改修費用に対して特例交付金が交付されたこと、及び国民健康保険保険基盤安定事業について、平成24年度の国民健康保険税の当初課税額が確定したことにより、当初予算で計上していた国負担額が減額の見込みとなったことによる増減を差し引きし、196万5,000円の増額を見込むものです。

　次の国庫補助金、民生費国庫補助金の減額は、社会福祉費補助金では、障害区分のための認定調査にかかる費用のうち、車借り上げ料と有料道路使用料が対象外となったための減額、及び児童福祉費補助金では、当初予算で計上しておりました子育て支援交付金について、当初予算確定後に国で一般財源化を実施することが決定したため減額するもので、合わせて31万4,000円を減額するものです。

款14都支出金、民生費都負担金の増額は、国庫負担金と同じく、社会福祉費負担金において障害者グループホーム等にかかる都給付費負担金の増、国民健康保険保険基盤安定事業にかかる都負担金の減により、差し引き48万8,000円の増額を見込むものです。

次の民生費都補助金の増額は、子ども家庭支援センター事業費で、平成24年度に限り子どもと子育て家庭に対する安心安全確保対策支援事業が２分の１の補助率で制定されたため、保育所の防災用品購入費用に充てるため要綱を整備し、新たに６万6,000円を見込むものです。

７ページをお開き願います。子ども手当事務費では、児童手当支給事務効率化促進事業補助金として、子ども手当の制度改正に対応するためのシステム改修費用について、新たに10分の10の補助率で372万7,000円を見込むものです。

次の衛生費都補助金の減額は、子宮頸がん等予防ワクチン接種緊急促進事業及び区市町村食育推進活動支援事業について、それぞれ接種者の実績数及び事業の充当財源の変更により、合わせて91万5,000円を減額するものです。

○観光産業課課長補佐（原島　政行君）　次の農業水産業費都補助金の農業費補助金でございますが、１万6,000円を減額するもので、国有農地管理費補助金の2,000円の増額と、シカ害防止対策事業費補助金の１万8,000円の減額、ともに主に交付決定によるものでございます。

次の商工費都補助金の観光費補助金でございますが、173万6,000円を増額するものでございます。説明欄の上段の観光施設整備等事業補助金につきましては、後ほど歳出でご説明をいたします観光案内板設置工事費の増額に伴い、２分の１の31万5,000円を、下段の歴史的建造物等を活かした観光まちづくり事業費補助金につきましては142万1,000円を新たに計上するもので、歳出でもご説明いたしますが、丹三郎屋敷の長屋門や、周辺施設等の資源を活用した散策コースを紹介するため、指導標の設置とコース案内チラシを印刷するもので、指導標が５分の２、チラシが３分の１の補助となります。

○教育課長（井上　永一君）　次に、教育費都補助金でございますが、12万2,000円の増額となります。

教育総務費補助金として、私立幼稚園等園児保護者負担軽減事業費補助金が２万円の増、中学校費補助金として、被災児童生徒就学支援等事業補助金を10万2,000円計上するもので、昨年、福島県から町内へ避難した生徒のうち、引き続き古里中学校へ通学している生徒１名の就学援助事業費に対する補助金でございます。

○企画財政課長（若菜　伸一君）　款17繰入金では、財政調整基金繰入金3,200万円の増、及び次の８ページ、公共施設整備基金繰入金1,200万円の増は、いずれも財源調整により繰り入れを行うものでございます。

○教育課長（井上　永一君）　次に、款19諸収入でございます。東京都町村会助成金として国体開催及びオリンピック招致気運醸成事業助成金500万円を計上させていただきました。この助成金は、来年開催されます国民体育大会及び2020年オリンピック、パラリンピック東京招致に関する気運を醸成するための助成金で、国体及びオリンピック招致の気運を多摩、島しょの市町村が一体となって高めるため、東京都市長会及び東京都町村会から市町村に対して事業費が助成されるものです。この助成事業は市町村共同事業として位置づけられ、東京都区市町村振興協会からの助成基金を財源として実施されるもので、１市町村当たり500万円を上限として助成されるものでございます。

以上で歳入の説明を終わります。

○総務課長（原島　　肇君）　次の９ページから歳出に入りますが、その前に人件費につきまして総括説明させていただきます。補正予算書の31ページをお開きください。

初めに、給与費明細書の特別職でございます。最下段の比較の欄をご覧ください。長等、議員欄に変更はありません。その他の報酬の欄13万1,000円の増は、廃棄物減量等推進審議会の会議開催増による委員報酬の増によるものです。

次ページをお願いいたします。一般職になります。上の欄の３段目、比較の欄ですが、職員数に変更はありません。給与費の給料は89万円の増、職員手当は487万4,000円の増、１つ飛ばした共済費は変更がございません。合計で576万4,000円の増となります。給料の89万円は給与改定による増分です。下段の職員手当の内訳のうち２番目の地域手当、その下の段、退職手当組合負担金は、この給与改定の影響により増額となります。扶養手当、そして、最後の子ども手当につきましては、扶養家族の増によるものです。住居手当は支給対象者見直し改正による減額、超過勤務手当は、精査したための増額となります。通勤手当は、居住地変更による増額となります。

以上で給与費明細書の説明を終わります。

９ページにお戻りください。歳出になります。

議会費の議会事務局費は、１万5,000円の減額で、人件費の調整でございます。

続いて総務費に入ります。一般管理費は総額で464万4,000円を追加し、２億9,685万9,000円とするものです。一般管理費は140万4,000円を増額するもので、人件費の調整です。庁舎管理費は324万円を増額するもので、電気料値上げに伴う影響で光熱水費を224万円の増額計上、修繕費は、庁舎の一般修繕費100万円を増額計上するものです。

電子計算費、総額は252万4,000円を追加し、4,498万3,000円とするものです。電子計算管理費は125万5,000円を増額するもので、後期高齢者医療リモート支援委託料、選挙入場券作成委託料が増えたものでございます。

次ページをご覧ください。電子計算開発費は126万9,000円を増額するもので、国民年金制度改正対応、年金ネット機器費用、ＯＣＲ住宅使用料改修等に対応するものでございます。

○企画財政課長（若菜　伸一君）　次の地域振興費、コミュニティ施設整備事業費152万4,000円の増は、償還金・利子及び割引料で過年度都補助金返還金を見込むものです。

○総務課長（原島　　肇君）　防犯対策費は184万2,000円を追加するもので、590万1,000円とするものです。電気料値上げに伴う自治会に対する防犯灯電気料補助金の増でございます。

　続いて、徴税費の税務総務費は３万2,000円の減、次ページをお願いします。次ページ、戸籍住民基本台帳費の２万2,000円の増、選挙費の選挙管理委員会費は69万2,000円の増、監査委員費の１万6,000円の減は、いずれも人件費の調整でございます。これで総務費の説明を終わります。

○福祉保健課長（清水　信行君）　12ページをご覧ください。款03民生費でございます。

社会福祉総務費では、人件費の増額でございます。

次の国民健康保険事業費では、職員人件費の増額と合わせて、繰出金において保険基盤安定繰出金を国都の負担額減額と同様に77万4,000円を減額し、出産育児一時金繰出金では見込者の増により60万円を増額し、財政安定化支援繰出金では保険基盤安定事業負担金等の額の確定に伴い136万1,000円を減額し、差し引き153万5,000円を減額するもので、社会福祉総務費全体では148万円を減額するものです。

次の老人福祉費では、高齢者福祉地域支援事業費において、消耗品費５万2,000円を増額し、救急医療情報キットの情報更新のための用紙購入、及び救急安心シートの購入費を計上するもので、償還金・利子及び割引料では、過年度都補助金返還金57万1,000円を増額するものです。

13ページをお開き願います。高齢者見守り相談事業費の72万1,000円の増額は、償還金・利子及び割引料で過年度国庫負担金の額の確定に伴う返還金です。

次の高齢者緊急通報システム事業費の18万8,000円の増額、以下、高齢者火災安全システム事業費の27万2,000円の増額、高齢者自立支援住宅改修給付事業費の29万2,000円の増額、高齢者自立支援日常生活用具給付事業費の３万円の増額、老人性白内障特殊眼鏡等費用助成事業費の２万5,000円の増額、高齢者外出支援サービス事業費の74万6,000円の増額までは、いずれも償還金・利子及び割引料で過年度都補助金の額の確定に伴う返還金でございます。

次の介護保険事業費の増は、職員人件費の減額及び償還金・利子及び割引料で、過年度都補助金返還金を増額するもので、差し引き６万5,000円を増額するものです。

14ページをご覧ください。高齢者日常生活圏域ニーズ調査事業費の103万9,000円の増額及び次の心身障害者福祉費9,000円の増額は、償還金・利子及び割引料で過年度都補助金の額の確定に伴う返還金です。

次の障害者自立支援事業費の増額は、障害程度区分判定に伴う職員調査旅費9,000円の増、需用費で出張調査時の車燃料費5,000円の増、委託料では、障害者自立支援法及び児童福祉法の改正に伴い、重症心身障害者にかかる療養介護医療費支払事務を社会保険診療報酬支払基金に委託するため、新たに1,000円を増額し、扶助費においては歳入でもご説明いたしましたが、新たに２名の障がい者の方が障害者グループホームに入所したことによる国都及び町の費用額、低所得者の障がい者に対する給付費についてそれぞれ増額し、当初予算では見込んでいなかった障がい者の一般就労に向けた支援費及び重症心身障害者にかかる療養介護医療費について、新たに計上したことにより477万7,000円を増額するものです。

15ページをお開きください。償還金・利子及び割引料では、過年度分の国都の負担金及び補助金について、額の確定に伴う返還金として320万2,000円を増額し、障害者自立支援事業費全体では799万4,000円を増額するものです。

次の障害者自立支援医療事業費の174万2,000円の増は、償還金・利子及び割引料で過年度国庫負担金及び都負担金の額の確定に伴う返還金を見込むもので、次の障害者地域生活支援事業費の86万5,000円の増、障害者就労サポート事業費の４万1,000円の増、在宅障害者自立生活サポート事業費の２万5,000円の増額につきましては、いずれも償還金・利子及び割引料で過年度都補助金の額の確定に伴う返還金でございます。

次の児童福祉費では、児童福祉総務費において職員人件費の調整により１万円を減額するものです。

16ページをご覧ください。乳幼児医療費助成事業費では、福祉総合システムの保守委託料の確定により30万2,000円を減額し、子ども手当事務費では、歳入でもご説明いたしました児童手当支給事務効率化促進事業補助金を見込み、これまで一般財源で計上しておりましたシステム改修委託料について、契約確定により５万2,000円を減額するとともに、財源を一般財源から都補助金に組み替えたものです。

次の児童措置費では、歳入でもご説明いたしましたが、当初予算で見込んでおりました児童福祉費補助金の子育て支援交付金が一般財源化されたことにより財源の組替えを行ったもので、額の増減はございません。

次の児童健全育成事業費の放課後児童健全育成事業費２万9,000円の増は、償還金・利子及び割引料で過年度都補助金の額の確定に伴う返還金です。

続いて、子ども家庭支援センター事業費でございます。子ども家庭支援センター事業費では、職員人件費において所要額の調整を行うため40万5,000円を増額するものです。

17ページをお開き願います。負担金・補助及び交付金においては、歳入でもご説明いたしましたが、平成24年度限りの子供と子育て家庭に対する安心安全確保対策支援事業補助金を活用し、古里保育園及び氷川保育園から、あらかじめ提出いただいた防災用品の購入費について、都と町で２分の１ずつを負担し補助するため、13万1,000円を計上するものです。

次の償還金・利子及び割引料97万8,000円の増は、過年度都補助金の確定によるものです。

○住民課長（宮田　昭治君）　次の国民年金総務費の11万6,000円については、職員手当の調整になります。

○福祉保健課長（清水　信行君）　款04の衛生費です。保健衛生総務費では職員人件費の減額、保健福祉センター管理費では、需用費のうち燃料費及び光熱水費で、合わせて248万3,000円を増額し、保健衛生総務費では246万4,000円増額するものです。

18ページをご覧ください。予防費の感染症予防対策事業費33万5,000円の減額は、子宮頸がん予防ワクチン接種者の実績によるもの、次の女性特有のがん検診推進事業費16万2,000円の増は、償還金・利子及び割引料で過年度都補助金の額の確定に伴う返還金です。

次の食育推進事業費は財源の組替えで、額の増減はございません。

○住民課長（宮田　昭治君）　次の環境衛生費の環境衛生総務費12万3,000円の増につきましては、報酬で13万1,000円、廃棄物減量等推進審議会委員報酬費を増額するものと、給料、職員手当の調整によるものでございます。

次の款04の衛生費の清掃総務費の４万8,000円の増につきましては、次のページの上段の職員給与の手当の調整によるもので、次の19ページの上段、塵芥処理費のごみ処理事業費132万9,000円の増につきましては、13の委託料で資源回収運搬業務委託料の82万円の増、それから19の負担金・補助及び交付金50万9,000円の増で、廃品回収活動の奨励金の増197万5,000円と、西秋川衛生組合負担金減146万6,000円を見込んでおります。

次の03し尿処理費、し尿処理事業費の127万6,000円の減につきましては、19の負担金・補助及び交付金で、秋川衛生組合の分賦金減を見込んでおります。

○観光産業課課長補佐（原島　政行君）　次に、農林水産業費の農業委員会費でございますが、26万3,000円を増額するもので、人件費分でございます。

次のページの国有農地管理費の2,000円の増額でございますが、都補助金の交付決定に伴い需要費の消耗品費を増額するものでございます。

次の農作物有害鳥獣対策事業費の100万4,000円の増額でございますが、需用費の消耗品費では、シカ捕獲用消耗品の購入のため４万2,000円を増額、委託料は契約確定に伴い６万円を減額、備品購入費は、人家近くのシカを生け捕り捕獲するための器材等を購入するため102万2,000円増額するものでございます。

○地域整備課長（川村　文雄君）　次の目02簡易給水施設管理費の需用費50万円の増額ですが、安寺沢簡易給水施設の導水管設備の修繕費を見込むものでございます。

○観光産業課課長補佐（原島　政行君）　次の町農林業等振興事業費の10万円の増額でございますが、捕獲したシカ肉の放射能検査を行うための手数料を増額するものでございます。

次の山村振興事業費の９万9,000円の増額でございますが、体験農園のラウベ増築に伴う土地の借地料と、次のページの物件補償費、これは、借地部分にありますカキとウメ、姫リンゴ、クリなどの果樹類の移転に伴う補償費を増額するものでございます。

○地域整備課長（川村　文雄君）　次の目01林業総務費でございますが、13万1,000円の増につきましては、給料、職員手当等の増額によるもので、所要額を見込むものでございます。

次の林道治山費の50万円の増額につきましては林道維持管理費の工事請負費で、維持補修工事費としまして、200万円の増を見込むものでございます。

次の都補助林道改良事業費の150万円の減額につきましては、委託料、工事請負費の増減によるもので、内容につきましては、説明欄に記載のとおりでございます。

○観光産業課課長補佐（原島　政行君）　次のページの水産業総務費の３万4,000円の減額でございますが、条例改正に伴う人件費分でございます。

次に、商工費の観光総務費でございますが、403万7,000円を増額するもので、給料と職員手当等につきましては、人件費分でございます。

負担金・補助及び交付金の歴史的建造物等を活かした観光まちづくり事業費補助金と負担金の361万2,000円でございますが、丹三郎屋敷の長屋門が、昨年、東京都の歴史的建造物に指定されましたので、この建物を中心とした散策コースを紹介するための指導標の設置と案内図を作成するものでございます。この事業は、歳入で説明させていただきましたように、東京都の補助金により実施するものですが、補助金の交付要綱に「町が事業者になれない」という規定がありますので、観光協会が実施主体になっていただき、事業を行うための費用を計上させていただくものでございます。補助金要綱では、都と町及び実施者が負担を行うようになっていますので、都と町の負担分を補助金として、観光協会の負担分を負担金として計上させていただくものでございます。

次の観光施設維持管理費の191万5,000円の増額でございますが、需要費の修繕費は丹縄亭や遊歩道、観光トイレなどの施設修繕費の増額をお願いするものでございます。委託料では金額の増減がございませんが、もえぎの湯に設置しました木質ボイラーから出ます焼却灰の放射能検査費の一部を、23ページの説明欄にもございますが、同ボイラーから出ます排ガスの放射能検査を行うため、項目を設けたものでございます。

次の観光施設整備事業費の113万2,000円の増額でございますが、鳩の巣荘の建て替えに伴い、運営等を含めたアドバイスをいただくため、委託料と観光案内板設置工事費をそれぞれ増額するものでございます。

○地域整備課長（川村　文雄君）　次に、款08土木費、土木総務費28万1,000円の減額につきましては、給料、職員手当等の増減で、所要額を見込むものでございます。

次に、需要費、光熱水費につきましては、電気料金７万7,000円の増を見込むものでございます。負担金・補助及び交付金30万円の減につきましては、急傾斜地崩壊防止事業の大沢地区と原地区がそれぞれ減の、計で70万円の減額、次の24ページの原地区その２地区が40万円の増額を見込むものでございます。

次の道路維持費30万円の増につきましては、委託料の増減と補償・補填及び賠償金30万円の増になりますが、立木等物件補償費の増を見込むものでございます。

次の道路新設改良費500万円の増につきましては、都補助道路新設改良事業費の工事請負費で、説明欄記載のとおりの増減で、300万円の増を見込むものでございます。

次の町単独道路新設改良事業費につきましては、委託料で、大丹波入屋ヶ谷地内の測量設計委託200万円を見込むものでございます。

　次に、25ページをお願いいたします。住宅管理費218万4,000円の増額でございますが、給料、職員手当等の増減につきましては、所要額を見込むでございます。需要費の修繕費としまして、公営住宅、町営住宅200万円の修繕費を見込むものでございます。

次の住宅建設事業費につきましては、委託料で、説明欄記載の委託料の減額390万円、公有財産購入費で、定住促進と人口増加を目指す住宅施策として、川井分譲地の近くに住宅地等買収費として1,100万円を計上させていただくものでございます。

○総務課長（原島　　肇君）　続いて、消防費に入ります。

　常備消防費は807万4,000円を減額し１億3,068万7,000円とするもので、消防事務委託費負担金の確定による減額でございます。これにつきましては、昨年、東日本大震災で亡くなった消防団員251名の公務災害補償費の追加掛け金として798万円を追加補正させていただいたものですが、今年度、この分を引いたものが確定をしたものでございます。

続きまして、非常備消防費は90万3,000円を追加し5,278万6,000円とするもので、非常備消防総務費では58万円の増額で、人件費の調整でございます。

次ページ、消防団費は32万3,000円の増額で、消防団員費用弁償の増となります。

　防災費は、３万4,000円を追加し3,584万1,000円とするもので、償還金・利子及び割引料で、過年度都補助金返還金でございます。これにつきましては、昨年度、災害時要援護者台帳管理システム構築に使用いたしました東京都地域支え合い体制づくり事業補助金につきまして、システム構築終了に伴い額の確定による返還金でございます。

　以上で消防費を終わります。

○教育課長（井上　永一君）　次に、款の10教育費でございます。

まず、項の１教育総務費の事務局費でございますが、69万3,000円の増額につきましては人件費でございます。

次に、教育指導費ですが、２万1,000円の増額でございます。私立幼稚園等保護者負担軽減事業費の負担金・補助及び交付金で、私立幼稚園へ通園する幼児の保護者への負担軽減のために交付する補助金が、対象者の補助階層の変更により増額となるためのものでございます。

27ページをお願いいたします。項の２小学校費でございます。学校管理費の34万円の増額、次の項の３中学校費の学校管理費82万6,000円の増額につきましては、いずれも電気料の値上げにより、古里小学校管理費が12万円、氷川小学校管理費が22万円、古里中学校管理費が42万6,000円、氷川中学校管理費が40万円、それぞれ光熱水費が増額となるものでございます。

次に、中学校費の教育振興費につきましては、16万1,000円の増額となります。内訳でございますが、準要保護等生徒就学援助事業費の扶助費10万8,000円、準要保護生徒給食費補助事業費の扶助費５万3,000円の増額につきましては、いずれも実績によるものでございます。

28ページをお願いいたします。項の４給食費の給食管理費でございますが、13万1,000円の増額につきましては、人件費及び需要費のうち消耗品が厨房用消耗品の購入により10万円増額となるものでございます。

次に、項の５社会教育費でございますが、総額では88万8,000円の減額となります。内訳でございますが、社会教育総務費の98万2,000円の増額につきましては、人件費でございます。

29ページをお願いいたします。教育文化振興事業費の253万5,000円の減額につきましては、負担金・補助及び交付金で、海外派遣事業補助金が実績により、中国友好交流訪問団派遣事業補助金が、中国の国内情勢の悪化により派遣することを中止としたことにより減額となっております。

次の文化会館管理費につきましては、電気料及び上下水道料の増額により、光熱水費を66万5,000円増額補正させていただいております。

次の水と緑のふれあい館運営事業費は３万2,000円の減額となりますが、人件費によるものでございます。

次に、項の６保健体育費でございます。保健体育総務費の国民体育大会事業費は、負担金・補助及び交付金で、国体実行委員会補助金として500万円の増額となります。歳入でもご説明させていただきましたが、第68回国民体育大会の開催及び2020年オリンピック・パラリンピック競技大会の東京招致に向け、町の内外の多くの来客が見込まれる各種イベント時等に、ゆりーと及びオリンピック招致マークのロゴの入ったチラシ、啓発物品等の配布、ＰＲ用物品等の購入等、国体及びオリンピック招致を幅広く周知し、気運醸成を図ることを目的として、東京都町村会からの助成金を活用したく計上をさせていただきました。

次の体育施設費の総合運動場維持管理費は522万9,000円の増額となります。内訳でございますが、需要費が修繕費で施設修繕の費用として５万円の増額、工事請負費といたしまして、次の30ページの上段にございますように、総合運動場の管理棟に隣接し、車いすの方にもご利用をいただけますユニット型の身体障害者用トイレを設置し、だれでもトイレとして、総合運動場の使用者にご利用いただくため設置費517万9,000円を計上させていただきました。

教育費は以上です。

○企画財政課長（若菜　伸一君）　次の款14予備費の51万9,000円の減は、予算調整によるものです。

以上で、議案第77号　平成24年度奥多摩町一般会計補正予算（第４号）の説明を終わります。

○議長（清水　典子君）　以上で議案第77号の説明は終わりました。

次に、議案第78号についての説明を求めます。福祉保健課長。

○福祉保健課長（清水　信行君）　それでは、議案第78号　平成24年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について、説明をいたします。

５ページをお願いいたします。歳入でございます。

款02国庫支出金、項03特定健康診査等負担金32万4,000円の増は、実績の増により法定の負担割合に基づき、国負担金の増額を見込むものです。

次の国庫補助金、項03災害臨時特例補助金７万6,000円の増は、東日本大震災に伴う避難者の方の国民健康保険税減額分及び医療費自己負担分の８割を特例補助金として補助されるため見込むもので、残りの２割につきましては、特別調整交付金の中で補てんされるものです。

款03療養給付費交付金1,111万7,000円の増は、現年度分で退職被保険者等療養給付費交付金を給付費の増に伴い1,105万2,000円を増額し、また平成22年度清算により、過年度分退職被保険者等療養給付費交付金を６万5,000円増額するものです。この退職被保険者等療養費については、退職者医療制度の資格を持つ被保険者について、一般被保険者からの振り替えを行った結果、社会保険診療報酬支払基金からの交付金が増額となったものです。

款05都支出金、項02特定健康診査等負担金32万4,000円の増は、国庫負担金の増額と同様の理由により増額を見込むものです。

款08繰入金、項01一般会計繰入金の減は、一般会計でもご説明いたしましたが、保険基盤安定繰入金について、保険税軽減分、保険者支援分を合わせて77万4,000円を減額し、出産育児一時金については、年間で５名の出産を見込み、当初予算との差額60万円を増額、６ページの財政安定化支援事業繰入金では、財政安定化事業負担金の額の確定により136万1,000円を減額し、繰入金全体では153万5,000円を減額するものです。

７ページをお願いいたします。歳出でございます。

款01総務費、項01総務管理費、項02徴税費において、それぞれ印刷製本費を増額するものです。

款02保険給付費では、一般被保険者療養給付費において、災害臨時特例補助金を見込んで財源組替を行ったもので、増減はありません。

退職被保険者等療養給付費では、社会保険診療報酬支払基金からの交付金の増を見込んで一般財源からの組替えを行うとともに、療養給付費の実績から500万円を増額するものです。

８ページをご覧ください。項04出産育児諸費、出産育児一時金60万円の増額は、今年度の実績から５名分の支払いを見込んだ増額です。

次の支払手数料1,000円の増は、出産育児一時金等、保険者が直接医療機関等に支払うための手数料について増額するものです。

款03後期高齢者支援金等４万7,000円の増は見込額の増によるものです。

款07共同事業拠出金400万円の増は、高額医療費共同事業の見込額の増によるものです。

９ページをお開き願います。款08保健事業費、特定健康診査等事業費38万3,000円の増は、実績の増により特定健康診査等委託料について見込額を増額するものです。

以上で、議案第78号平成24年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）についての説明を終了いたします。

○議長（清水　典子君）　以上で議案第78号の説明は終わりました。

次に、議案第79号についての説明を求めます。地域整備課長。

○地域整備課長（川村　文雄君）　議案第79号　平成24年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第２号）についてご説明申し上げます。

５ページをお願いいたします。歳入になります。

款05繰入金ですが、一般会計繰入金の節01下水道事業繰入金につきましては、小河内処理区繰入金171万8,000円の減、奥多摩処理区繰入金119万2,000円の減で、合計291万円の減額を見込むものです。

次の節02浄化槽市町村整備事業繰入金は291万円の増額を見込むもので、一般会計繰入金の全体額につきましては、増減ありません。

次に６ページをお願いいたします。款01総務費ですが、一般管理費３万4,000円の増につきましては、給与、手当等の所要額を見込むものでございます。

次の02維持管理費（小河内処理区）で173万円の減につきましては、説明欄記載の処理場・管渠施設維持管理委託料26万円の減、電気・機械設備点検整備委託料147万円の減、いずれも額の確定によるものでございます。

次に、款02事業費の下水道事業費111万5,000円の減額につきましては、小河内処理区で給料、職員手当等の増減の所要額を見込むもので、２万2,000円の減になります。次の奥多摩処理区で給料、職員手当等、次の７ページの旅費についての増減を所要額を見込むものと、負担金・補助金及び交付金の110万円の減につきましては、多摩川上流流域下水道建設負担金の工事費の減によるものです。

次の浄化槽市町村整備推進事業費291万円の増額につきましては、給料、職員手当等の増減の所要額を見込むものと、需用費で浄化槽修繕を見込むもの、さらに、役務費で口座振替手数料1,000円の増、浄化槽清掃料は193万4,000円の増額を見込むものでございます。

次の款04予備費につきましては、９万9,000円の減額につきましては、金額調整でございます。

次の８ページにつきましては、給与明細表になります。補正前後比較で、給与費全体で３万1,000円の減額になります。

以上で、議案第79号　平成24年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第２号）の説明を終わります。

○議長（清水　典子君）　以上で議案第79号の説明は終わりました。

以上で全議案の説明も終わりました。

お諮りします。会議の途中でありますが、ここで暫時休憩にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　異議なしと認めます。よって、午前11時から再開といたします。

午前10時48分　休憩

午前11時00分　再開

○議長（清水　典子君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

　休憩前に全議案の説明が終了していますので、これより質疑に入ります。

　議案77号については、歳入歳出それぞれを一括して質疑を行い、議案第78号及び議案第79号については、歳入歳出含めて一括して行います。

初めに、議案第77号の歳入の質疑を行います。質疑があればお願いします。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第77号の歳入の質疑を終結します。

　次に、議案第77号の歳出の質疑を行います。質疑があればお願いします。３番高橋邦男委員。

○３番（高橋　邦男君）　では、19ページ、お願いします。ごみ処理事業費の委託料のところなんですが、資源回収活動奨励金増ということで明記されています。10月から各自治会単位で協力していただいて資源回収を始めたと思いますが、実際に10月から始めて、現時点で、わかる範囲で結構なんですけども、その実績、その辺がもしお聞きできればありがたいと思います。

それから２点目、29ページをお願いします。教育費のところなんですけども、その一番上ですね、教育文化振興事業費のところで、中国友好交流訪問団の派遣事業補助金、実際に訪問をしていないということで減になっていると思うんですけども、今後の中国淳安県との交流事業、町としてはどういうふうな方針、今後考えていらっしゃるか、現時点でわかる範囲でひとつお願いしたいと思います。

個人的には、中国の淳安県への交流は今後、やらなくてもいいんじゃないかなというふうに、自分では思っています。

それから、最後にもう１点、30ページの教育費の総合運動場だれでもトイレ設置工事ということで関連のことなんですけども、この奥多摩町の役場の庁舎のトイレが非常に使いづらいんじゃないかなと、自分個人でも思っているんですけども、できれば洋式に、今後すべきじゃないかなと。来庁される方にとっても、だれでもトイレとは別に、一般のトイレで洋式にという改修の予定とか、あるいはそういうお考えがあるのかどうか、ちょっとそれをお聞きしたいと思います。

以上、３点お願いします。

○議長（清水　典子君）　住民課長。

○住民課長（宮田　昭治君）　それでは、３番高橋議員の質問にお答えします。

当町で資源回収を実施していただいております関係で、自治会それから老人会、ＰＴＡでこの10月までに全22件を実施しております。

それで、４月から10月まで全体で56トンの回収を行ったということでございます。それから、この10月のみでいきますと、25トン700キログラムを実施し、それから11月は22トン360キロ、これは自治会のみだけで実施しております。

で、奨励金の総額になりますけれども、総額で10月までの分としては72万1,676円を交付しているということで、11月分のみでいきますと、ちょっと元に戻ります。10月分の支払いの総額が33万3,600円、それから11月分で28万5,500円の奨励金を出しているというようなことでございます。

クリーンセンターの方でも資源回収をしておりまして、昨年の10月に比べまして今年度の10月を対象で確認しますと、全体で約52％ほど１カ月の分としての比較では減っているということで、その地区によっては、資源回収を実施していただいた自治会でも70％ほど、資源回収に協力していただいてる地域もあるということでございます。平均では52％ということでございます。以上です。

○議長（清水　典子君）　企画財政課長。

○企画財政課長（若菜　伸一君）　それでは、２点目でございます中国浙江省淳安県県との交流事業の今後についてというお話で、事務局を担当しております企画財政課の方からお答えをさせていただきます。

本事業につきましては、平成５年にスタートをしておりまして、来年度満20年を迎えるところでございます。また平成10年には、相互訪問の協定を締結しておりまして、そこから数えて満15年の節目の年となります。で、この間でございますけれども、隔年で相互訪問を実施をしておりまして、今までで延べ11回、68名の方が淳安県を訪問しております。うち平成12年からは、公募によりまして住民皆様の方々延べ21名が訪問を実施しております。しかしながら、当方で望んでおります民間交流ということにつきましては、依然として、なかなか進展がしないという状況でございます。

　そのことから、今までの交流の効果の検証、これを行った上で、今後の交流のあり方を来年度にかけて再検討してまいりたいというふうに考えております。以上でございます。

○議長（清水　典子君）　総務課長。

○総務課長（原島　　肇君）　それでは、高橋委員の３番目の質問で、庁舎のトイレの洋式化ということでご質問がございました。

　委員が言われますとおり、役場の庁舎のトイレにつきましては、女子トイレの一部が洋式になっているということでございまして、男子トイレについてはすべて和式となっております。最近、やはり訪れるお客様からも洋式にしたらというようなお話も伺っておりますので、庁舎の修繕の方で計画的に今後考えていきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。

○議長（清水　典子君）　河村町長。

○町長（河村　文夫君）　高橋委員から３点質問をいただきましたけれども、若干それに捕捉というか、考え方を述べさせていただきたいと思います。

まず、ごみの減量でありますけれども、西秋川衛生組合に加入をした後に、減量等推進審議会あるいは減量等の推進委員会、また高橋委員が連合会長をなさっているときからそうでございますけれども、ＰＴＡ等が非常に少なくなってきて、この資源回収がなかなかＰＴＡだけではやっていけないというような状況の中で、自治会の皆様方にずっとお願いをしてまいりました。以後、減量推進委員会あるいは減量審議会の皆様方にも、是非、西秋川衛生組合への加入にあたって、ごみの量が３市町村に比べて奥多摩町の１人当たりのごみの量が多いので、再資源、資源化できるものについては、住民皆様の協力をいただきたいというお願いをずっとしてまいりました。

おかげさまで、自治会の皆様方が、ＰＴＡあるいは老人会と一緒になって、ずっと始めていただいております。特に今、いろんなところのページングを聞いておりますと、各自治会で月に２回、ビン類、缶類、それから紙類、段ボール等々の回収をしていただいて、今、実績については住民課長が申し上げたとおりでございます。

そういう点では、最終的には、ごみの量を減らす、あるいは再資源化できるものを再資源化する、そのことによって、最終的には住民皆様にいろんなご負担をかけるかもしれませんけれども、住民皆様からいただくお金の中から組合に対する負担金を出すわけでございますから、そういう負担金が減っていくということを考えて、ご協力をいただいて大変感謝を申し上げているところでございます。

これ以降は、今、いろんな審議会にも諮問をしているんですけれども、ごみの量をさらに減らしていきたい。特に、資源化できない焼却するごみをどのように減らしていったらいいかということを、今内部で検討しております。それは１つには、各家庭で畑等がある場合には、コンポストを利用してそのごみを減らすというのも１つの方法かなということで、来年の予算の編成に向かって、それらをできるだけ実行してまいりたいというふうに思っております。

そういう点では、自治会の皆様方が非常にいろんな意味で、地域の自治会に帰ってこれをやっていただいた結果、結果としては、今申し上げましたように、50％からの結果が出てきているということで、非常に各自治会の自治会長さん始め住民皆様に、感謝を申し上げているという状況でございます。

それから、淳安県の問題については、さっき若菜企画財政課長からお話を申し上げましたように、１つの節目を迎えておりますので、委員は、もう、これ以降はよろしいのではないかというご意見もいただきました。そういうご意見等、あるいは従来からいろいろ内部でも検討していること等を踏まえながら、来年の予算の中でどうしていくかというふうな判断をしてまいりたいというふうに思っているところでございます。

もう１点は、役場のトイレの問題等々が出ましたけれども、実は９日の日に、「子ども議会」をここでやらせていただきました。こども議会の一般質問の中でトイレの問題が出まして、役場のトイレだけではなくて、奥多摩観光立町であるので、駅のトイレを改修したり、あるいは駅のトイレを、もう和式じゃなくて洋式にしたらどうかというふうな、するどいご質問をいただきました。

その中の１つの答弁でございますけれども、これも子ども議会の皆様方に約束したことをないがしろにするわけにはいきませんので、私自身が、そこでお話ししたことを申し上げまして、ご理解をいただきたいと思いますけれども、１つには、将来的にはやっぱり、もうそういう状況の中で、いろんな意味で洋式化していく。逆に言えば、もう今、洋式化されたところでも、ただ単に洋式ではなくて、電気が入って温かいトイレというような問題もあるようでございますが、最終的に、それを一度にやるということはなかなか今の財政力では難しいので、一つひとつ計画的に、今、お話がありましたようなことについて財源確保をしながら進めていきたいというお話をさせていただきました。

いずれにいたしましても、この問題というのは一度に解決するというのは、財源があればそれをできるんですけれども、財源を確保しながら、皆様からいただいた意見、あるいは子ども議会の率直な意見をいただきながら、今後進めていきたいというふうに考えております。

○議長（清水　典子君）　ほかに質疑はありませんか。５番杉村良一委員。

○５番（杉村　良一君）　23ページの観光施設整備事業の委託料でアドバイザーの委託料の件でございますけど、既にアドバイザーこの件は、ご説明が以前にあったのかもしれませんけれども、失念していますのでちょっとお伺いします。

このアドバイザーの機関というのはどういうところの方なのか、あるいは、そのアドバイスを受ける形はどのような形でアドバイスを受けているのか。定期的に行われているのか、あるいは、そうじゃなくて必要に応じてというのか、どういう形でのアドバイスを受けているのかお伺いします。

○議長（清水　典子君）　観光産業課課長補佐。

○観光産業課課長補佐（原島　政行君）　５番杉村良一委員からの質問にお答えさせていただきます。

　この件につきましては、明日の高橋議員からの一般質問にもございますので、そちらの方でまたお答えさせていただきたいというふうに思います。

また、アドバイザーでございますが、日本交通公社の経営アドバイザーの方にアドバイスをいただいているところでございます。鳩の巣荘のアドバイザー委託は、基本設計と運営計画のアドバイスをいただいておりますが、運営計画の遂行にあたりまして、引き続きアドバイスをいただきたいということで計上させていただいたものでございます。

○５番（杉村　良一君）　了解しました。

○議長（清水　典子君）　ほかには。１番石田芳英委員。

○１番（石田　芳英君）　２点ばかりご質問させていただきたいと思いますけども。

　１点目は、25ページのところの住宅建設事業費の中の公有財産購入費、川井地内住宅用地等買収費増1,100万円ですけれども、以前、ちょっとご説明があったかもしれないんですけれども、この具体的な概要について、ちょっと教えていただければということと、あと２点目は、さっき役場トイレの話も出ましたけれども、以前、役場庁舎の耐震化のことにつきまして一般質問させていただきまして、その進捗具合といいますか、耐震検査をやられてどのようにされるかというご答弁でしたけれど、その進捗具合がもしわかるようでしたら、教えていただければと思います。

○議長（清水　典子君）　今の１番目の質問は補正の中でいいんですが、２番目については今回の補正に入っていないので、また新たな場所でよろしいでしょうか。

地域整備課長。

○地域整備課長（川村　文雄君）　それでは、１番石田委員のご質問にお答えさせていただきます。

今回の公有財産購入につきましては、現在、川井地内で分譲予定地ということで８区画を造成中でございますが、その近くに土地と建物がついたものがありまして、宅地面積として約90坪、建物として約35坪の木造２階建ての家がありまして、こちらを購入させていただいて、定住促進でございますけど、最重要施策として力を入れているところでございますので、この宅地分譲と合せてここら辺の住宅を取得して、今後の定住対策としていきたいと思って計上させてもらったものでございます。

○議長（清水　典子君）　８番酒井正利委員。

○８番（酒井　正利君）　９ページの庁舎管理費なんですけれども、ほかにもいろいろあるんですけど、光熱水道費の電気料の値上げということですけれども、今後の見通しやら、ほかの自治会の補助金で防犯灯やらほかの施設も、ほとんどのところで値上げによって増額ということなんですけれども、見通しやら、今後の対応をどう考えておられるかお伺いしたいと思います。

○議長（清水　典子君）　総務課長。

○総務課長（原島　　肇君）　８番酒井委員の電気料につきましての見解ですが、これについて大変難しいご質問なんですが、実際には、うちの方も東京電力から説明は受けておりますが、申しわけない話、言いなりとしかお答えができない状態で、今後につきましても、今の現状で予算を組んでいくしかないのかなというふうに思っております。

　役場の中では、昨年の東日本大震災を踏まえて、去年から夏場、一生懸命電力を使わないように努力をいたしまして、平成22年度に比べて、昨年度はキロワットでいきますと5,882キロワットを減らしまして、金額でも年間では11万697円減ったという実績がありました。また、今年度も８月まで頑張ったんですが、キロワットは昨年よりもさらに2,506キロワット減らしてみましたが、金額的には逆に昨年より65万5,462円、４月から８月までだけで上がったということで、幾ら頑張っても金額の方だけが上がっていくという状態でございます。

　今後、電力需要につきましては、今現在、選挙でも随分出ておりますが、原子力発電所の発電ができるかどうかっていうこともあるでしょうし、今後まだ予断を許さないのかなというふうに思っております。

予算化は、電気料が支払えるように予算を組まなければならないということで、ご理解をいただきたいと思います。

○議長（清水　典子君）　ほかに質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第77号の歳出の質疑並びにすべての質疑を終結します。よって、これより採決します。

　日程第３　議案第77号について、原案に賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第77号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　次に、議案第78号の質疑を行います。質疑があればお願いします。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で、議案第78号の質疑を終結します。よって、これより採決します。

　日程第４　議案第78号について、原案に賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第78号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　次に、議案第79号の質疑を行います。質疑があればお願いします。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第79号の質疑を終結します。よって、これより採決します。

　日程第５　議案第79号について、原案に賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第79号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　以上で本日の日程はすべて終了しました。

これをもって連合審査会を閉会とします。長時間ご苦労さまでした。

午前11時25分　閉議・閉会

　地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。

　　　　　　　　奥多摩町議会議長
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